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9. 研究実績の概要

最終年度である本年度では、多くのシンポジウムやワークショップを本新学術の班員がオーガナイザーとして開催した、6月には，第1
4回日本蛋白質科学会（6/25-27、横浜）で、シンポジウム「限定されたデータからの構造情報の抽出」（オーガナイザー：深井周也、
稲垣冬彦）を本新学術と日本蛋白質科学会との共催で開催して、構造解析の難しいタンパク質等についての構造生物学の方法論につい
て議論した。9月には、第52回日本生物物理会（9/25-27、北海道）でワークショップ「シグナル伝達機構における構造細胞生物学的新
展開」（オーガナイザー：石森浩一郎、前仲勝実）を共催して、生物物理学分野での構造研究の展開を紹介した。更に，第87回日本生
化学会（10/15-18）ではプログラム委員としてシンポジウム「構造細胞生物学の新展開：イノベーションの起爆剤しての構造」（オー
ガナイザー：箱嶋敏雄・月原冨武）を共催して、本新学術の成果を披露した。更に、11月には、第37回日本分子生物学会（11/25-28、
横浜）でワークショップ「免疫受容体による細胞間コミュニケーションの新しい地平線」（オーガナイザー：深井周也、前仲勝実）を
開催して、新しい構造生物学の進展を議論した。
6月には、第5回領域全体会議・第5回総括班会議（6月14－16日：ルスツリゾート、北海道）を開催した。領域全体会議では、計画班員
の研究成果の発表に加えて、新たに発足した公募研究の研究代表者全員の研究計画や、研究上の戦略についての発表があり、共同研究
の検討や、方法論についての情報交換が活発に行われた。総括班会議では、経過報告と共に、今年度の公開シンポジウム等の予定が決
定されるとともに、構造生物学の今後の発展が議論された。

    （１／４）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。



  ２版

26年度が最終年度であるため、記入しない。

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)相互作用

構造生物学 分子生物学 生化学 タンパク質

キーワード10.

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの達成度

今後の研究の推進方策

26年度が最終年度であるため、記入しない。

（今後の推進方策）

    （２／４）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。



２版

13.研究発表（平成２６年度の研究成果）
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